
 
JPACS／ePHDS 勉強会 

 
 

「施設間ヘルスケア連携のデータベースのあり方とセキュリティ」 
－ XDS、HPKI、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ VPN を含めて － 

 
日本 PACS 研究会／ePHDS 委員会 

 
 

IT 戦略本部の「重点計画-2006(案)」（2006 年 6 月 1 日）において、健康・医療・福祉分野の IT に
よる構造改革が掲げられており、施設間情報連携の促進や生涯健康管理の基盤作りが重要なテーマと

なっています。日本 PACS 研究会では 2005 年 5 月より ePHDS （enhanced Personal Health 
Document Sharing system）委員会を設置し、医療機関間および個人の健康・医療情報の統合を主な

テーマとして活動を行っています。 
今回は、施設間ヘルスケア連携の課題解決に向けて、医療現場におけるニーズの具体例と、必須と

なる要素技術の動向について紹介します。 
 
 
日 時： 2006 年 11 月 14 日（火） 13:20-17:20 （13:00 受付開始） 
場 所：  医科器械会館 セミナーホール 
     （東京都文京区本郷 3－39－15 Tel 03-3811-6761 URL:http://www.t-mia.org） 
 
 

プログラム 
 
No. 時 間 タ イ ト ル (分) 講 師 
1 13:20 (1) HPKI の概要と活用方法 

 ・保健医療分野における PKI 認証について 
 ・MEDIS-DC における取り組みと利用手順 

20

13:40 (2) 公立富岡総合病院における実証実験の紹介 
 ・診療情報の施設間交換への適用モデル 
 ・実証実験の紹介 

202 

14:00 Q&A 10

医療情報システム開発センター

主任研究員 町田 悦郎 

14:10 周産期医療情報ネットワークによる医療機関相互連携 
 ・周産期医療における医療機関相互連携 
 ・周産期医療情報ネットワークの今後の展開 

403 

14:50 Q&A 10

香川大学医学部附属病院 
医療情報部教授 原 量宏

15:00 粒子線治療における医療情報連携モデルと課題 
 ・粒子線治療における情報連携の必要性 
 ・情報連携モデルとシステム構築の課題 

30
 

4 

15:30 Q&A 10

放射線医学総合研究所 
重粒子医科学センター病院 

医療情報課長  安藤 裕 

休    憩 20  
16:00 IHE による施設間医療情報交換の課題と解決策 

 ・XDS による施設間医療情報連携モデル 
 ・IHE の現状と最新動向／今後の展開 

305 

16:30 Q&A 10

京都医療技術短期大学 
教授 細羽 実 

16:40 個人健康管理システムとオンデマンドVPNによるセキュリティ確保 
 ・個人健康管理システムとリモートアクセスの課題 
 ・オンデマンド VPN によるセキュリティ確保 

306 

17:10 Q&A 10

東京工業大学 
特任教授 喜多 紘一 

 
 
お問合せ先： 
   日本 PACS 研究会事務局 
   TEL: 03-5684-1636   FAX: 03-5684-1650   E-mail: jpacs@quantum-inc.jp 

＊ 写真・ビデオ撮影は事務局・講演者の許諾がある場合を除いて禁止致します。 
 


